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2017 (H29) 年度事業報告

１) 日中活動支援

　　●にこま～る中田（放課後等デイサービス）
　　　　方針①自分で自分の活動を決めることで自己決定の力を身につける

　　　　　　②活動に自分の役割を感じ、様々な成功体験を重ねて自己肯定感を高める

　　　　　　③表現することや他者とのコミュニケーションに喜びを見出し、社会性を養う

　　●在宅障害者や不登校児への支援：障害の有無に関わらず活動の場を提供する

「支援内容」「支援体制」「広報」「環境」の角度から改革を行なった一年でした。
常に子どもの幸せにベクトルを合わせ、いい支援を長く続ける地域資源になるために。
今年度はその出発点として、子どもも大人も充実した笑顔で過ごす場を目指しました。

芸術のもり
表現する楽しさと喜びを知ろう

カフェ活動
　　　　　　相手への思いやり、
　　　　　　コミュニケーション、
　　　　　　社会への一歩

【活動プログラム】
支援方針の共通理解や活動プログラム
の再構築により、支援内容が充実しま
した。集団活動と個人活動をバランス
よく組み合わせ、本人らしい自立を
支える時間と空間を創りました。

ららら♪ミュージック
音楽の力を借りて集団活動に慣れよう

うんどうしよう
活動への意欲は十分な体力から

季節の遊びをしよう
日本人の心、歳時記を大切に

にこまる会議
自分達のことは自分達で決める！

サイエンスアカデミー
知的好奇心でワクワクしよう

幸せの黄色いレシートキャンペーン
社会の一員として活動するには、
　　経済感覚も大切な意識



２）地域交流活動　本人には社会と関わる意欲を。地域には受け入れる土壌を。
　　　　　　　　　障害が特別でない地域をめざして。

にこまる夏まつり
ピザ作りと自作ゲーム、締めはダンス

ハロウィンパレード
自作の衣装で交番や高齢者施設を訪問

初めての保護者会
育ちをサポートする仲間として

毎月開催、にこカフェ！
ゆるく楽しく障害に近づく場づくり

３）スタッフ研修

研修合宿
職員 10名で事業所見学をし、
奏海の将来像を考えた２日間

毎月のチームws
豊かな育ちをサポートする場を
皆で創り、続けるための学び合い

５）活動場所の改装工事

壁、窓、床の改装
自分達の場所は自分達で創る

ひころの里で初マルシェ
カフェと踊りで日頃の活動を発表

↑新パンフレット
にこま～るは、
個性豊かな子どもらが
人との関わりの中で
自ら育つ場でありたい
という気持ちを込めて、
誠意作成しました。
凸凹があっても◯！

事業所の自己評価表
を公表しています。

　　ブログ「かなみのもり」は

　　　　　毎週木曜更新！

http://blog.canpan.info/hsc_kenpoku/

東北風土マラソンに参加
場を楽しむ頼もしい子ども達

とっておきの音楽祭
　　　にも出演！

４）情報発信

各種公開講座へ法人合計 20回参加



　　　　　　　　　　　　 　　　かなみのもり
　　　　　　　  特定非営利活動法人　奏海の杜
　　　　　　　　　法人本部

　　　　　　　　　にこま～る中田
　　　　　　　　　          　〒987-0602　宮城県登米市中田町上沼西桜場 32 番地 1
　　　　　　　　　           事務局電話：0220-44-4171　FAX：0220-44-4841
　　　　　　　　　           メール：hisaitikouen@yahoo.co.jp
　　　　　　　　　           ブログ：http://blog.canpan.info/hsc_kenpoku/
　　　　　　　　　          facebook：https://www.facebook.com/kanami2012/

役員：【理事長】太齋京子【副理事長】菊池ふさ江【理事】 飯嶋茂 栗原洋一 箕田朗子 佐々木真
　　　【監事】大森幸江　職員総数（2018/3 末）：12名（子ども広場 常勤 5名、非常勤 7名）　

2017（平成 29）年度は、131 の個人・団体の方々から総額 2,166,518 円の会費やご寄付をいただき
ました。赤い羽根共同募金「みやぎチャレンジプロジェクト」では目標額を大きく上回るご寄付を
いただきました。多くの方々が温かくつながり続けてくださること、どれだけ言葉を尽くしても感謝
の言葉が足りません。本当にありがとうございます。これからも何卒よろしくお願いします！
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※ 車両１台（ハイエース）を 10月 26 日付で登米市社会福祉協議会へ譲渡。
※ 経常外費用には、ハイエース除却損と拠点整備費用を含む。
※ その他の事業収益は福祉仮設とにこま～る南三陸の閉所に伴うもの。
※ 租税公課は消費税を含む。（H29 年度、H30 年度課税対象）
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